
DATE MASAMUNE（伊達政宗）’s Chinese Poetry（漢詩）

―Text, commentary and translation―

要　旨

キーワード： 





仙
台
黄
門
君
御
詩
稿

一
　
元
旦
試
觚 

元が
ん

旦た
ん

試し

觚こ

二
　
同 

同
じ
く



三
　
江
上
霞 

江こ
う

上じ
ょ
うの
霞
か
す
み

四
　
春
雪 

春し
ゅ
ん

雪せ
つ



五
　
落
梅 

落ら
く

梅ば
い



六
　
遊
寺
見
梅 
寺
に
遊
ん
で
梅
を
見
る

七
　
春
月 

春し
ゅ
ん

月げ
つ



八
　
同 

同
じ
く

九
　
同 

同
じ
く

十
　
春
雨
旅
懐 

春し
ゅ
ん

雨う

旅り
ょ

懐か
い



十
一
　
春
日
作 

春し
ゅ
ん

日じ
つ

の
作



十
二
　
同 

同
じ
く

十
三
　
漫
興 

漫ま
ん

興
き
ょ
う



十
四
　
芳
園
宴 
芳ほ
う

園え
ん

の
宴え
ん

十
五
　
暮
春
花 

暮ぼ

春し
ゅ
んの
花



十
六
　
題
闕 

題
闕

十
七
　
暮
春 

暮
春



十
八
　
新
緑 

新
緑

十
九
　
夏
月 

夏か

月げ
つ



廿
　
涼
簾 

涼
簾

廿
一 

八
月
十
五
夜 

八
月
十
五
夜



廿
二
　
同 

同
じ
く

廿
三
　
中
秋
賞
月
於
松
島 

中
秋
　
月
を
松
島
に
賞
す





廿
四
　
水
辺
月 

水
辺
の
月

廿
五
　
九
月
十
三
夜 

九
月
十
三
夜



廿
六
　
題
闕 

題
闕
く



廿
七
　
復
覚
範
寺
虎
哉
和
尚
書
并
詩

覚
範
寺
虎
哉
和
尚
に
復
す
る
書 

并
び
に
詩







廿
八
　
欲
征
南
蛮
時
作
此
詩 

南
蛮
を
征
せ
ん
と
欲
せ
し
時
　
此
の
詩
を
作
る

廿
九
　
酔
余
口
号 

酔
余
の
口
号



三
十
　
同 

同
じ
く



仙
台
黄
門
君
御
詩
稿 

終

【
補
一
】　
朝
鮮
之
役
載
一
梅
而
帰
栽
之
後
園
詩
以
紀



【
補
二
】　
失
題
　
張
散
楽
使
諸
臣
倍
〔
陪
〕
観
時
楼
〔
桜
（
？
）〕
花
盛
開

【
補
三
】　
遊
石
巻 

石
巻
に
遊
ぶ



【
存
疑
一
】　
春
夜
即
事 

春
夜
即
事

無
興
催
興
客

春
宴
忘
帰
去




